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新
ご
み
処
理
施
設
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合は、平成34年4月の稼働を目指して進めて
いる新ごみ処理施設整備について、基礎資料となる「新ごみ処理施設基本計画」を策
定しました。詳しい評価内容は、組合ホームページの「新ごみ処理施設基本計画」でご
確認ください。

新ごみ処理施設基本計画を策定する上での基本方針を
①長期的に安心、安全で安定稼働する施設　
②環境保全に限りなく配慮する施設　
③住民に開かれ、地域に貢献する施設　
④経済性に優れる施設
としました。

計画ごみ量を基に施設の稼働日数や災害廃棄物の処理な
どを考慮して83ｔ／日（41.5ｔ／日を 2炉）としました。

学識経験者が加わった検討委員会での協議結果を踏まえ、
『ストーカ式焼却方式（※1）』としました。
（※1）階段状の火格子である「ストーカ」の上で、ゴミを移動させな
　　  がら処理する焼却炉

新ごみ処理施設を運営する場合の公害防止基準などを、国
や県などの法規制条件や近隣施設（御殿場市・小山町広域
行政組合）で設定している数値を参考に定めました。

廃熱ボイラを設置し発生する蒸気を施設内で用い、残りの
蒸気は発電に利用します。

新ごみ処理施設の事業方式は、検討委員会での協議結果を
踏まえ、『DBO方式（※2）』で実施することとしました。
（※2）公が民間の意見を聞きながら施設整備し、その後の運営を
　　   民間が行う方式
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「
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

  

建
築
物
の
制
限
等
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
ま
す

地
区
の
特
性
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　

対
象
の
都
市
計
画
区
域
は
順
天
堂
大
学

医
学
部
附
属
静
岡
病
院
周
辺
で
、
以
下
の

制
限
が
か
か
り
ま
す
。

①
建
築
物
の
用
途
の
制
限

　

 

Ａ
、
Ｂ
地
区
で
建
築
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

②
建
築
物
の
外
壁
等
の
位
置
の
制
限

　

 

Ａ
地
区
に
指
定
す
る
道
路
境
界
線
か
ら

外
壁
な
ど
ま
で
の
後
退
距
離
を
定
め
て

い
ま
す
。

③
建
築
物
等
の
形
態
又
は
意
匠
の
制
限

　

 

Ａ
、
Ｂ
地
区
と
も
自
家
広
告
物（
※
）

以
外
の
広
告
物
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

（
※
） 自
己
の
住
宅
、
店
舗
な
ど
に
自
己

の
氏
名
や
店
名
、
営
業
内
容
な
ど
が

表
示
さ
れ
て
い
る
広
告
物

※ 

詳
細
は
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、「
伊
豆
長
岡
医
療
拠
点
地
区
計
画
」
の
計
画
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
用
途
の
制
限
を
ま
と
め
た
「
伊
豆
の
国
市
地

区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
等
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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順天堂大学
医学部附属
静岡病院

韮山反射炉・江川邸　共通入場券を販売開始！
　韮山反射炉と江川邸の入場料がセットになった
お得な共通券を 4月 1日から販売します。
市民の韮山反射炉入場料は引き続き無料です。
共通券料金／大人　700 円（通常 1,000 円）
　　　　　　小中学生　250 円（通常 350 円）
販売所／ 韮山反射炉ガイダンスセンター、江川邸

公開事務所、市役所世界遺産課窓口
問 市役所文化財課　☎ 055-948-1428

 

 

 

 

○
新
火
葬
場
基
本
計
画

検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　

新
火
葬
場
の
機
能
や
設
備
を
は
じ

め
と
す
る
基
本
的
な
内
容
に
つ
い

て
、
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
検
討
を

進
め
る
た
め
、
関
係
区
代
表
、
公
募

委
員
、
有
識
者
な
ど
か
ら
な
る
新
火

葬
場
基
本
計
画
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

３
月
29
日（
水
）に
第
１
回
会
議

を
開
催
し
、
今
後
、
４
月
後
半
、
５

月
後
半
と
計
３
回
の
会
議
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
会
議
は
公
開
で
開
催
し

傍
聴
が
可
能
で
す
。
日
程
、
会
場
な

ど
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
直
接
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
会
議
の
結
果
な
ど

に
つ
い
て
も
随
時
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。


